
う お
ぬ ま
人と四季がかがやく　雪のくに

２　永年の功績をたたえて  （平成２４年度魚沼市褒章表彰者等紹介）

４　魚沼市長選挙・魚沼市議会議員補欠選挙　開票結果
　　／魚沼市優良工事表彰／冬期道路の確保について
６　地下水保全調査結果（概要）
７　ふさんこったのんし／体育功労者・優秀選手表彰
８　平成２３年度公営企業決算状況
10　市民相談センター／商工スマイル／健康うおぬま　
12　魚沼の１年を振り返る・うおぬま２０１２
14　フォトスケッチうおぬま
15　お知らせページ
22　きらり☆魚沼人／文化財散歩
23　窓口はこちらです／ひとのうごき／市報クイズ
24　児童絵画／ミニミニクッキング／編集後記

もくじ

表紙の写真
　「米ぬか釜でごはん炊き（11/14  須原小学校）」

（説明は裏表紙に）

12. 10
2012 年 12 月 10 日号

№ 98

市 報



市報うおぬま　2012.12.10 　 2 市報うおぬま3

　交通指導員として、永年にわた
り交通安全啓発活動を積極的に行
い、交通事故の抑制に尽力された
功績による。

交
通
安
全
功
労

久く

ぼ

た
保
田 

悦え
つ
こ子 

さ
ん

永
年
の
功
績
を
た
た
え
て

　新潟県議会議員として、永年に
わたり地方行政の発展に尽力さ
れ、地域の発展に寄与された功績
による。

自
治
功
労

佐さ
と
う藤

　
與よ

い
ち一 

さ
ん

　保護司として、永年にわたり更
生保護活動に貢献し、明るい社会
を築くため犯罪予防活動に努めら
れた功績による。

更
生
保
護
功
労

松ま
つ
き木

　
正ま

さ
と
し壽 

さ
ん

　交通指導員として、永年にわた
り交通安全啓発活動を積極的に行
い、交通事故の抑制に尽力された
功績による。

交
通
安
全
功
労

佐さ
と
う藤

　 

直な
お
し 

さ
ん

　警察職員として、永年にわたり
地域住民の生命財産を守るなど、
警察行政の進展に寄与された功績
による。

警
察
功
労

佐さ
と
う藤

　
喜き

い
ち一 

さ
ん

　旧堀之内町助役として、永年に
わたり住みよいまちづくりのため
住民福祉向上に尽力され、行政の
発展に貢献された功績による。

自
治
功
労

⻆す
み
や屋

　
光て

る
お雄 

さ
ん

　保護司として、永年にわたり更
生保護活動に貢献し、明るい社会
を築くため犯罪予防活動に努めら
れた功績による。

更
生
保
護
功
労

遠え
ん
ど
う藤

　
正し

ょ
う
じ治 

さ
ん

　就学指導委員として、永年にわ
たり児童生徒の適正な就学に尽力
され、教育行政の進展に与えた功
績による。

教
育
功
労

本ほ
ん
だ田

　
建け

ん
い
ち一 

さ
ん

　北魚沼農業協同組合経営管理委
員会会長として、永年にわたり農
業の発展に努められた功績によ
る。

農
林
水
産
功
労

坂ば
ん
だ
い大

　
貞さ

だ
じ次 

さ
ん

　交通指導員として、永年にわた
り交通安全啓発活動を積極的に行
い、交通事故の抑制に尽力された
功績による。

交
通
安
全
功
労

森も
り
や
ま山

　 

久ひ
さ
し 

さ
ん

　消防職員として、永年にわたり
地域住民の生命財産を守るなど、
消防行政の進展に寄与された功績
による。

消
防
功
労

皆み
な
が
わ川

　
浩こ

う
へ
い平 

さ
ん

　消防団員として、永年にわたり地域
住民の生命財産を守るとともに、団員
の育成指導に尽力されるなど、消防行
政の発展に貢献された功績による。

消
防
功
労

中な
か
む
ら村

　
正ま

さ
か
つ克 

さ
ん

　消防職員として、永年にわたり
地域住民の生命財産を守るなど、
消防行政の進展に寄与された功績
による。

消
防
功
労

樋ひ
ぐ
ち口

　
一か

ず
お男 

さ
ん

消
防
功
労

仲な
か
ま
る丸

　
正ま

さ
の
り則 

さ
ん

　魚沼市の振興のため多大なる
金員を寄付され、市の発展に寄
与した。

篤
行
者

宮み
や 

　
英ひ

で
こ子 

さ
ん

　永年矯正業務に従事され、更正
保護に貢献された功績による。

矯
正
業
務
功
労

那な

す須
　
義よ

し
さ
だ定 

さ
ん

　旧堀之内町助役として豊富な
経験と卓越した識見をもって、
地方自治の振興と町の発展に貢
献された功績による。

瑞
宝
双
光
章

⻆す
み
や屋

　
光て

る
お雄 

さ
ん

　永年矯正業務に従事され、更
正保護に貢献された功績によ
る。

瑞
宝
単
光
章

那な

す須
　
義よ

し
さ
だ定 

さ
ん

旭
日
単
光
章

野の
む
ら村 

長ち
ょ
う
し
ろ
う

四
郎 

さ
ん

　消防団員として、永年にわたり地域
住民の生命財産を守るとともに、団員
の育成指導に尽力されるなど、消防行
政の発展に貢献された功績による。

平
成
二
十
四
年
度 

魚
沼
市
褒
賞

　北魚沼農業協同組合経営管理委
員会会長として、永年にわたり農
業の発展に努められた功績によ
る。

県
知
事
表
彰

坂ば
ん
だ
い大

　
貞さ

だ
じ次 

さ
ん

　旧守門村議会議員として永年に
わたり、町の発展と住民生活の向
上に貢献された功績による。

秋
の
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

県
知
事
表
彰

受賞された皆さん、
おめでとうございました。
ますますのご活躍を
お祈りしています！

　

永
年
に
わ
た
る
活
動
や
顕
著
な
功
績
に
よ
り
、各
章
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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市　道
市役所 土木課 建設室（広神庁舎）
※休日・夜間は、小出庁舎の当直に転送される場合が
　あります。

799-4601

国県道 魚沼地域振興局地域整備部維持管理課 792-1304

国道 17 号 国土交通省長岡国道事務所小出維持出張所
※土・日・祝日は長岡国道事務所へ自動転送されます。

792-0839

１　

除
雪
機
械
に
近
寄
ら
な
い

　

除
雪
作
業
中
の
機
械
に
近
づ
く

と
大
変
危
険
で
す
。
通
行
の
際
に

は
作
業
員
等
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

２　

道
路
上
に
は
駐
車
し
な
い

　

路
上
駐
車
は
除
雪
の
支
障
と
な

り
、
通
行
の
迷
惑
で
す
の
で
や
め

て
く
だ
さ
い
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
そ
の
路
線
の

除
雪
作
業
を
中
止

す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

３　

流
雪
溝
に
つ
い
て

　

流
雪
溝
の
蓋
が
開
い
て
い
る
と

大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
蓋
に
雪

が
挟
ま
り
浮
い
た
状
態
に
な
っ
て

い
る
と
除
雪
ド
ー
ザ
ー
等
に
よ
り

破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
蓋
は
き
ち
ん
と
閉
め
て
く
だ

さ
い
。

４　

水
上
が
り
の
防
止

　

水
路
へ
の
投
雪
は
、
必
ず
人
力

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
機
械
で
の

投
雪
は
下
流
で
詰
ま
る
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
気
温
が
低

い
と
き
の
投
雪
は
必
要
最
低
限
に

と
ど
め
て
く
だ
さ
い
。
水
上
が
り

が
生
じ
た
場
合
は
、
地
域
内
で
協

力
し
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

５　

自
主
除
雪
に
ご
協
力
を

　

通
勤
・
通
学
時
間
帯
ま
で
に
路

線
を
確
保
す
る
よ
う
、
早
め
の
出

動
を
請
負
業
者
に
依
頼
し
て
あ
り

ま
す
が
、
降
雪
量
に
よ
り
作
業
時

間
の
遅
れ
や
、
除
雪
車
が
通
っ
た

あ
と
に
玄
関
先
や
車
庫
の
前
に
雪

が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

雪
が
残
っ
て
い
た
場
合
に
は
、

各
自
で
対
応
す
る
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

６　

投
雪
場
所
の
提
供

　

交
通
確
保
の
た
め
、
空
地
に
道

路
上
の
雪
を
投
雪
し
ま
す
。な
お
、

投
雪
さ
れ
て
困
る
と
こ
ろ
に
は
、

除
雪
作
業
中
で
も
わ
か
る
よ
う
に

目
印
と
し
て
赤
い
旗
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

■
冬
期
の
交
通
安
全
確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

７　

屋
根
雪
・
樹
木
の
雪
処
理

　

屋
根
雪
は
、
道
路
に
落
ち
な
い

よ
う
少
な
い
う
ち
に
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。
樹
木
の
垂
れ
下
が
り
、

枝
折
れ
に
よ
り
事
故
が
お
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
は
管
理

に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

８　

消
雪
パ
イ
プ
に
つ
い
て

　

消
雪
パ
イ
プ
は
、
水
が
出
な
い

時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ド

ラ
イ
バ
ー
は
歩
行
者
に
水
が
か
か

ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
走
行
し
て

く
だ
さ
い
。

９　

交
通
安
全

　

冬
期
間
、
道
幅
は
狭
く
な
り
見

通
し
も
悪
く
な
り
ま
す
。

　

歩
行
者
・
運
転
者
と
も
に
交
通

安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問　

建
設
室　

７
９
９
・
４
６
０
１

　

冬
の
交
通
安
全
を
確
保
し
、
雪
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

除雪関係問い合わせ先

　

市
が
発
注
す
る
公
共
工
事
の
工

事
成
績
評
定
制
度
に
基
づ
き
、
特

に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
３
工
事

３
社
が「
魚
沼
市
優
良
工
事
表
彰
」

に
選
定
さ
れ
、
１１
月

１６
日
に
表
彰

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
と
な
っ
た
今
年
、
表

彰
さ
れ
た
企
業
は
、
貝
瀬
材
木
株

式
会
社
・
株
式
会
社
貝
瀬
組
・
株

式
会
社
コ
イ
デ
ン
の
３
社
。
株
式

会
社
貝
瀬
組
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
２
年
連
続
の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。

貝
瀬
材
木
株
式
会
社

■
工
事
名

　

広
神
中
学
校
校
舎
改
修
工
事

■
選
定
理
由
（
抜
粋
）

　

作
業
現
場
と
生
徒
・
第
三
者
が

極
め
て
近
く
、
工
事
関
係
者
と
の

動
線
が
交
錯
す
る
た
め
、
安
全
対

策
な
ど
細
か
な
配
慮
を
必
要
と
す

る
工
事
で
し
た
が
、
騒
音
・
振
動
・

埃
な
ど
が
学
校
生
活
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
施
工
区
域
の
細
分

化
・
工
程
の
調
整
等
に
よ
り
、
工

事
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
施
工
に

お
い
て
も
全
般
に
て
い
ね
い
に
行

わ
れ
出
来
栄
え
も
よ
く
、
完
成
図

書
な
ど
も
多
工
種
に
も
関
わ
ら
ず

整
然
と
整
理
さ
れ
て
お
り
、
他
の

模
範
と
な
る
工
事
で
す
。

株
式
会
社 

貝
瀬
組

株
式
会
社 

コ
イ
デ
ン

■
工
事
名

中
子
沢
地
区
耐
震
性
貯
水
槽
４０
３ｍ
型

（
立
上
吸
水
管
設
備
付
）
新
設
工
事

■
選
定
理
由
（
抜
粋
）

　

本
工
事
は
、
消
防
力
の
整
備
指

針
及
び
消
防
水
利
の
基
準
に
基
づ

き
、
新
た
に
防
火
水
槽
の
設
置
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

施
工
箇
所
は
「
広
神
老
人
憩
の

家
」
敷
地
内
で
、
工
事
期
間
中
も

営
業
が
行
わ
れ
る
た
め
、
工
事
の

影
響
を
最
低
限
に
抑
え
る
必
要
が

あ
り
、
受
注
者
独
自
に
騒
音
・
振

動
の
計
測
を
行
い
静
音
に
心
掛
け

た
施
工
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

出
来
栄
え
も
良
く
、
完
成
書
類
等

も
手
際
よ
く
整
理
さ
れ
て
お
り
、

他
の
模
範
と
な
る
工
事
で
す
。

■
工
事
名

　

小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

空
調
設
備
改
修
工
事

■
選
定
理
由
（
抜
粋
）

　

本
施
設
は
一
般
の
利
用
頻
度
の

高
い
施
設
の
た
め
、
常
時
利
用
者

に
配
慮
す
る
と
共
に
使
用
不
能
期

間
を
最
短
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
の
影
響

で
納
入
遅
延
の
あ
っ
た
資
材
の
手

配
に
腐
心
す
る
と
共
に
関
係
者
と

の
打
ち
合
わ
せ
を
随
時
行
い
、
施

設
予
約
状
況
に
対
応
し
た
工
程
調

整
を
行
っ
た
ほ
か
暑
さ
対
策
に
送

風
機
を
設
置
す
る
な
ど
配
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。
工
事
目
的
物
に
対
し

て
も
、
後
年
の
使
用
に
つ
い
て
の

工
夫
も
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

表彰を受ける貝瀬勉代表取締役

表彰を受ける貝瀬甲一代表取締役

表彰を受ける磯部一男専務

問　財政室　７９２－９２０５

市内３社を表彰
平
成

２４年度  魚沼市優良工事表彰

　

平
成

２４
年

１２
月
２
日
執
行

　

魚
沼
市
長
選
挙

　

魚
沼
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

■ 
開
票
結
果 

■

　

任
期
満
了
に
伴
う
魚
沼
市
長
選

挙
と
、
魚
沼
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
が
執
行
さ
れ
、
市
内
全
２９
か
所

の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
即

日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大平　悦子 11,214 票 当選
もりしま　守人 10,618 票
大桃　さとし 1,724 票

当日の有権者数 33,134 人
投票総数 23,969 票
投票率 72.34％
有効投票 23,556 票
無効投票 412 票
持ち帰り 1 票

魚
沼
市
長
選
挙

候
補
者
別
得
票
数
（
得
票
順
）

魚
沼
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

候
補
者
別
得
票
数
（
得
票
順
）

佐藤　としお 4,933 票 当選
岡部　かずお 4,371 票 当選
志田　みつぐ 3,916 票 当選
星　じょうた 3,454 票
大平　栄治 2,685.651 票

大平　きょうじ 2,570.348 票

当日の有権者数 33,134 人
投票総数 23,953 票
投票率 72.29％
有効投票 21,929.999 票
按分切捨て票 0.001 票
無効投票 2,023 票
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魚
沼
市　

  　
　

保
全
調
査
結
果
（
抜
粋
）

問　

建
設
室　

７
９
９
・
４
６
０
１

　

平
成
２２
年
度
と
２３
年
度
の
２
年

を
か
け
て
実
施
し
た
地
下
水
保
全

の
た
め
の
調
査
の
結
果
（
抜
粋
）

を
公
表
し
ま
す
。

※
紙
面
で
は
グ
ラ
フ
等
を
省
い
て

説
明
し
て
い
ま
す
が
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
く
わ
し
く
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

地
下
水
利
用
実
態
調
査
結
果

　

平
成
２２
年
７
月
か
ら
８
月
に
実

施
し
た
全
戸
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

結
果
【
図
１
】

○
公
共
井
戸

　

９
４
５
本
（
国･

県･

市
）

○
民
間
井
戸

　

６
，
６
７
８
本
（
増
設
見
込　

　

３
０
０
本
含
）

　

井
戸
が
設
置
さ
れ
た
年
を
１０
年

単
位
で
見
る
と
、（
設
置
年
が
不

明
だ
っ
た
井
戸
・
増
設
予
定
の
井

戸
を
除
く
。）
１
９
７
０
年
以
前

は
井
戸
設
置
本
数
が
非
常
に
少
な

い
で
す
が
、
１
９
７
０
年
を
境
に

大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
傾

向
は
そ
の
後
変
わ
ら
ず
、
こ
こ
３０

年
は
１０
年
毎
に
１
，
３
０
０
本
ず

つ
増
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

近
年
は
井
戸
も
深
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
読
み
と

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
発
生

は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

魚
沼
市
の
地
下
水
保
全
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
平
成
２３

年
６
月
１６
日
の
市
長
の
諮
問
を
受

け
「
魚
沼
市
地
下
水
保
全
対
策
検

討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

以
降
６
回
に
渡
り
委
員
会
を
開
催

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

後
平
成
２４
年
８
月
８
日
地
下
水
保

　

魚
沼
市
は
今
後
、
答
申
に
あ
る

行
動
計
画
に
つ
い
て
、
短
期
・
中

長
期
に
仕
分
け
し
た
中
で
実
践
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
短
期
的
な
行
動
計
画

　

今
冬
か
ら
地
下
水
位
デ
ー
タ
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
地
下
水
位
の
状

況
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
地
下

水
の
現
状
と
平
等
な
利
用
を
促
し

ま
す
。

○
中
長
期
的
な
行
動
計
画

　

観
測
箇
所
を
増
や
し
た
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
地
下
水
の
平
等
利

用
・
涵か
ん
よ
う養
・
節
水
な
ど
に
つ
い
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
よ

う
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
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地
下
水
保
全
対
策
検
討
委
員
会
の
設
置

 

地
盤
沈
下
に
つ
い
て

答
申
後
の
行
動
計
画
に
つ
い
て

ふ
さ
ん

　
　
　
こ
っ
た

　
　
　
　
　
　
の
ん
し
。

　

東
京
守
門
会
は
昭
和
３３
年
６

月
、
須
原
会
と
上
条
会
の
有
志
が

浅
草
観
音
温
泉
に
集
ま
り
、
合
同

の
会
を
作
る
こ
と
を
決
め
、
昭

和
３５
年
２
月
新
潟
県
人
会
館
に

１
２
０
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、
守
門

村
人
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

雪
深
い
守
門
村
か
ら
上
京
し
、

村
出
身
の
商
売
を
し
て
い
る
店
に

若
い
衆
と
し
て
、
あ
る
い
は
お
手

伝
い
さ
ん
と
し
て
就
職
し
、
一
生

懸
命
に
働
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う

仲
間
で
で
き
た
会
で
す
。

　

当
時
の
村
に
は
電
話
が
な
く
、

新
幹
線
も
高
速
道
路
も
な
く
、
郷

里
に
は
な
か
な
か
帰
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
在
は
あ
の
当
時
と
世
情

が
変
わ
り
、
会
員
が
高
齢
化
し
若

い
人
が
入
っ
て
こ
な
く
な
り
ま
し

た
。
若
い
人
は
他
の
楽
し
み
が
い

い
よ
う
で
す
。

　

７
年
ほ
ど
前
、
堀
之
内
会
の
発

案
で
、
旧
北
魚
沼
の
堀
之
内
・
小

出
・
湯
之
谷
・
広
神
・
守
門
の
各

会
の
代
表
が
集
ま
り
、
魚
沼
郷
人

連
合
会
な
る
も
の
を
結
成
し
ま
し

№ 4

「
郷
人
会
や
郷
里
と
の
交
流
を
通
じ
て
」

た
。
そ
し
て
毎
年
代
表
者
が
１０
名

く
ら
い
ず
つ
集
ま
っ
て
魚
沼
郷
人

連
合
会
の
総
会
を
設
定
し
、
持
ち

回
り
で
行
い
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
度
、
魚
沼
市
の
方
か
ら
食

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
る
会
が
あ
る

の
で
郷
人
会
と
し
て
参
加
し
な
い

か
と
、
お
誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

郷
人
会
で
は
、
郷
里
と
の
交
流

を
深
め
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と

判
断
し
守
門
会
で
は
１４
名
、
郷
人

魚
沼
市
を
離
れ
、
都
心
へ
移
り
住
ん
だ
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー

会
の
総
数
４４
名
、
ご
当
地
よ
り
貸

切
バ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
守
門

の
民
宿
・
浦
新
さ
ん
で
盛
大
に
郷

人
連
合
会
と
総
会
の
打
ち
上
げ
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
故
里
と
の
交

流
を
深
め
楽
し
い
思
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

 𠮷田 正彦さん 
東京守門会会長

今回寄稿いただいたのは…

（高倉出身）

です

【図１】井戸本数
※平成 16 年調査は
　通産省が実施したもの

全
対
策
に
つ
い
て
、
市
長
へ
答
申

を
行
い
ま
し
た
。

 

井
戸
枯
れ
の
実
態
【
図
２
】

　

井
戸
枯
れ
は
揚
水
量
の
増
加
に

伴
い
、
１２
月
か
ら
３
月
ま
で
の
冬

期
間
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
発
生
は
市
街
地
全
域
で
見

ら
れ
ま
す
。

【図２】揚水量と井戸
枯れ報告件数の推移

揚水量
枯本数

魚沼市体育協会

体育功労者・優秀選手　秋期表彰式開催

体育功労者表彰 優秀選手表彰（個人）優秀選手表彰（団体）
住安　嘉裕 さん 山本　春流 さん

魚沼ボーイズ
バレーボール

スポーツ少年団

遠藤　正治 さん 岡部　海輝 さん
佐藤　　武 さん 高野　萌香 さん
磯部　和昭 さん 佐藤　由惟 さん

今井明日香 さん
丸山　裕太 さん

　１１月２１日に魚沼市体育協会による秋期体育功労者・優秀選手
表彰式が行われました。受賞者の皆さん、おめでとうございました。
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平成２３年度

公営企業
決算状況

■
■ 

■

概
要

　

水
道
料
金
な
ど
の
収
入

６
億
９
，
７
５
０
万
円
に
対

し
、
維
持
管
理
に
要
し
た
費
用
は

６
億
４
，
１
７
３
万
円
で
、
５
，

５
７
７
万
円
の
利
益
が
あ
り
ま
し

た
。

　

建
設
工
事
費
は
、
１８
路
線
の
老

朽
管
布
設
替
、
青
島
第
３
取
水
井

工
事
、
広
神
地
区
テ
レ
メ
ー
タ
を

更
新
す
る
な
ど
安
定
供
給
対
策
を

行
い
ま
し
た
。

下
水
道
事
業

○
給
水
人
口　

３
９
，
８
３
７
人

　
　
　
　
　
　
　
（
▲
１
２
９
人
）

○
給
水
件
数　

１
４
，
７
７
２
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
▲
６１
件
）

○
年
間
配
水
量

　

６
，
０
５
８
，
２
０
８
ｍ３

○
年
間
給
水
量

４
，
６
４
５
，
２
９
５
ｍ３

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比

■
■
■ 

概
要

　

下
水
道
使
用
料
な
ど
の
収
入

１８
億
７
，
３
０
９
万
円
に
対

し
、
維
持
管
理
に
要
し
た
費
用
は

１７
億
８
，
７
７
５
万
円
で
、
８
，

５
３
４
万
円
の
利
益
が
あ
り
ま
し

た
。

　

建
設
工
事
費
は
、
処
理
場
の
統

合
や
老
朽
化
し
た
処
理
場
の
設
備

更
新
を
行
い
ま
し
た
。

○
処
理
可
能
人
口　

　

４
０
，
５
０
７
人

（
▲
６
７
４
人
）

○
水
洗
化
人
口　

３
８
，
２
０
８
人

　
　
　
　
　
　
　
（
▲
５
４
１
人
）

○
年
間
処
理
水
量

５
，
５
８
１
，
５
１
９
ｍ３

○
年
間
有
収
水
量

４
，
５
０
１
，
２
０
７
ｍ３

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比

ガ
ス
事
業

■
■
■ 

概
要

　

ガ
ス
料
金
な
ど
の
収
入

１０
億
４
，
２
９
０
万
円
に
対
し
、

ガ
ス
購
入
費
や
施
設
維
持
管
理
な

ど
の
費
用
は
９
億
８
，
３
４
１
万

円
で
、
５
，
９
４
９
万
円
の
利
益

が
あ
り
ま
し
た
。

　

２２
年
度
秋
に
完
成
し
た
水
の
郷

ガ
ス
製
造
所
は
、
１
年
間
を
通
し

た
大
口
供
給
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
口
と
小
口
供
給
と
合
わ
せ
年

間
販
売
量
は
前
年
比
約
１．２
倍
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
に
職
員
を
派
遣
し
た
こ
と
に
対

し
、経
済
産
業
省
か
ら
表
彰
状
を
、

仙
台
市
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し

た
。

○
年
度
末
需
要
家
数　

　

８
，０
８
５
戸
（
▲
１
０
２
戸
）

○
年
間
ガ
ス
販
売
量

　

９
，
５
８
６
千
ｍ３

（
１
，
７
８
０
千
ｍ３

増
）

○
主
な
工
事
契
約

　

ガ
ス
計
量
・
付
臭
ポ
ン
プ
室
建

築
工
事
及
び
設
備
工
事
、
中
圧
管

付
設
替
工
事　

ほ
か

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比

新
プ
ラ
ン

「
家
庭
用

　
　
　
　
　

 

温
水
暖
房
」
を
企
画
し
て
い
ま
す

　

平
成

２５
年
４
月
１
日
の
料
金
改

定
に
合
わ
せ
、
選
択
約
款
料
金
プ

ラ
ン
に
新
プ
ラ
ン
「
家
庭
用
温
水

暖
房
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。　

自
宅
を
建
て
替
え
る
予
定
の
あ
る

方
や
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の

方
は
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

「家庭用温水暖房」
ってなあに？

水
道
事
業

　

次
の
条
件
全
て
に
あ
て
は
ま
る

場
合
に
、
ご
本
人
が
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
家
庭
用
ま
た
は
併
用
住
宅
（
居

住
部
分
と
店
舗
等
が
完
全
に
区
分

け
さ
れ
て
お
ら
ず
、
相
互
に
往
来

出
き
る
住
宅
）で
使
用
す
る
こ
と
。

・
都
市
ガ
ス
を
使
用
し
、
温
水
を

循
環
さ
せ
る
装
置
で
暖
房
す
る
こ

と
。

・
居
室
（
居
住
の
目
的
に
継
続
し

て
使
用
す
る
部
屋
で
あ
り
、
居
間

及
び
リ
ビ
ン
グ
や
ダ
イ
ニ
ン
グ

キ
ッ
チ
ン
等
）
を
含
む
部
分
を
暖

房
す
る
こ
と
。

・
ひ
と
つ
の
使
用
場
所
の
使
用
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
の
大
き
さ
が
、
合
計

Q
M

ax16m
3/h

以
下
で
あ
る
こ
と
。

＊
料
金
に
つ
い
て

＊
契
約
の
条
件
に
つ
い
て

　

冬
期（
１２
月
か
ら
４
月
検
針
分
）

の
期
間
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
期（
５
月
か
ら
１１
月
検
針
）

は
一
般
契
約
料
金
と
な
り
ま
す
。

基
本
料
金
、
基
準
単
位
料
金
は
未

定
で
す
が
、
１
か
月
７９
㎥
以
上
お

使
い
の
場
合
、
一
般
契
約
料
金
よ

り
も
お
得
に
な
り
ま
す
。

収入

収入

収入 支出

支出

支出収入 支出

収入 支出

収入 支出

内部
  留保

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

内部
  留保

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

内部
  留保

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

　

公
営
企
業
会
計
は
、
水
道
事

業
・
下
水
道
事
業
・
ガ
ス
事
業

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
生
活

や
、
地
域
の
発
展
に
不
可
欠
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
、
地
方
公
共
団
体
が
経
営
す

る
企
業
で
す
。

　

特
定
の
個
々
の
人
に
対
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
で

あ
る
た
め
一
般
会
計
と
は
異
な

り
、
必
要
な
経
費
を
料
金
な
ど

の
収
入
で
賄
う
独
立
採
算
の
経

営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　都市ガスで温めたお湯等を循環

させ、居間等を暖房するもので

す。

　主な暖房方法として、床暖房・

温水ルームヒーター等がありま

す。

　寒い冬でも足元からぽかぽか

と暖まることができます。

問　ガス水道局　７９２－１１１８

【施設の建設・改良に関する収支】【水道事業の維持・管理に関する収支】

【下水道事業の維持・管理に関する収支】 【施設の建設・改良に関する収支】

【施設の建設・改良に関する収支】【ガス事業の維持・管理に関する収支】
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問　健康増進室　☎７９２－９７６３健康　うおぬま
平成２５年度・住民健診の申し込み受付が始まります

　魚沼ブランド推奨品の証である緑ののぼり旗と、
大きく「米粉」と書かれた黄色いのぼり旗が目印の
タワラヤさんは、堀之内の八幡宮近くにあります。
■魚沼ブランド推奨品に認定
　タワラヤさんの人気商品でも
ある、魚沼産コシヒカリ米粉を
使用した「米粉ロール」・「魚沼
サブレ」・「笹だんご」の３品が
魚沼ブランド推奨品に認定されました。
　上村さんは、平成２０年に設立した「魚沼地域米
粉プロジェクト推進会議」をきっかけに、本格的に
米粉の使用に取り組みはじめました。米粉を使った
お菓子づくりには多くの試行錯誤があったそうです
が、魚沼産コシヒカリの米粉を使用したお菓子を味
わってもらいたい、「魚沼」をもっと発信していき
たい、という想いで商品化に辿り着きました。

■手作りにこだわったおいしいお菓子をお客様に
　「手作りお菓子だから、正直店頭の品揃えは悪い
よ。既製品はケーキに飾るローソクくらいかな。」
と冗談交じりに話す上村さん。そのくらいお菓子づ
くりは手作りにこだわっていて、原材料からの加工
はほとんど自分の手で行います。「他の人が作った
ものでは自信を持って売れない。自分の味ではない
からね。」と言います。「真面目で正直なお店であり
たいです。」と話す上村さんから、お客さまを大切
にしている気持ちが伝わってきました。
　最近の人気商品は「魚沼
アソート」。魚沼にちなん
だ素材や名前を使ったお菓
子の詰め合わせです。
　とことん「魚沼」にこだ
わるタワラヤさんでした。

ＵＵ

ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
89 米粉を使ったお菓子が魚沼ブランド推奨品に  

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
30

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

■１０月の相談件数
　　　　…１６３件
　・電話　　９６件
　・来庁　　６０件
　・その他　　７件
{
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　平成２５年度住民健診の申込書が、１２月
１０日以降に皆さまのお手元に届きます。
　世帯ごとの申込書ですが、ご家族おひとり
ずつの希望をできるだけご自分で記入してく
ださい。
＊胸部レントゲンと基本健診は同じ日に実施
　しますが、両方受けたい場合は両方に○印
　が必要です。○印をつけないと申し込んだ
　ことになりませんので、ご注意ください。
＊レディースデイは衣服の着脱を伴う胃がん検診、胸部レントゲンの希望がある場合に対象となります。

申し込んだか
分からない…

受けたいのに、
受診票が届かない…

ということがないように、よく確認しましょう。

■よくある質問
Ｑ：申込書はいつ、どこに提出したらいいのですか？
Ａ：地域によって異なります。お住まいの地区の嘱託員さん（班長さん等）に期限を確認し、提出してく
　　ださい。（※ただし、国民健康保険の人間ドックを希望する場合は１２月２５日までに提出）
Ｑ：健診を受けない場合は、申込書は提出しなくていいのですか？
Ａ：魚沼市住民健診の基礎資料になりますので、受診しない方も提出してください。

【お詫びと訂正】１０月１０日号に掲載した「母と子のよい歯のコンクール」で、優秀賞
を受賞した小林さんのお名前に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
誤：小林　彩　さん　→　正：小林　綾　さん 市報うおぬま

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
、
人
権
を
守
る
た
め
の
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

魚
沼
市
・
南
魚
沼
市
・
湯
沢
町
で
「
南
魚

沼
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
」を
組
織
し
、様
々

な
啓
発
活
動
や
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
・
心
配

ご
と
の
相
談
を
受
け
る
な
ど
、
積
極
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
一
番
身
近
な
人
権
の
相
談
相
手

で
す
。１
人
で
悩
ま
ず
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

わ
た
し
た
ち
の
『
人
権
』
を
守
る

人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す

地　域 氏　名 電話番号 地　域 氏　名 電話番号

堀之内
八木　兵司 794-2777

広　神
目黒　和夫 799-2518

宮　　和子 794-2014 山本　初榮 792-4825

小　出
田村ふみ子 792-1671

守　門
猪狩　豊子 797-3585

関　　要悟 792-4497 多田　敏幸 797-2581

湯之谷
櫻井　宣雄 795-2330

入広瀬
浅井ユリエ 796-2961

細井　雅子 792-1181 佐藤　利昭 796-2271

各地域の人権擁護委員を紹介します ■
人
権
と
は

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
、
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
有
す
る
権
利
の
こ
と

で
、
人
種
・
性
別
・
障
害
・
生
ま
れ
な
ど
の

差
別
や
い
じ
め
を
受
け
る
こ
と
な
く
幸
福
な

人
生
を
送
る
権
利
で
す
。

※人権なんでも相談のほか、委員の自宅でも相談を受けています

■
人
権
擁
護
委
員
の
主
な
活
動

　

 

・ 

人
権
な
ん
で
も
相
談
会（
差
別
や
虐
待
、

　
　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
）
※
日
程
は

　
　

１２
月

２５
日
の
お
知
ら
せ
版
に
掲
載

　

・
中
学
生
１
日
人
権
擁
護
委
員
活
動
支
援

　

・
各
地
域
行
事
・
街
頭
で
の
啓
発

　

・
保
育
園
・
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ

　

・
中
学
生
対
象
の
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

開
催

ひとりで悩まないで

　　市民相談センター 　

１０
月
１
日
、
須
原
小
学
校
に
人
権
ハ
ー
ト

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
校
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
県
内
の
小
学
校
に
バ

ラ
バ
ラ
に
散
ら
ば
っ
た
「
人
権
ハ
ー
ト
の
か

け
ら
」を
集
め
る
た
め
に
、各
小
学
校
を
回
っ

て
い
ま
す
。

　

か
け
ら
の
ひ
と
つ
を
持
つ
須
原
小
学
校
で

は
、人
権
に
つ
い
て
の
「
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
し
て
「
一
人
一
人
を
大
切
に
（
３
年
生
）」

や
「
十
人
十
色

（
６
年
生
）」
な

ど
、
学
年
ご
と

に
思
い
思
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

か
け
ら
に
書
き

込
ん
で
い
ま
し

た
。　

 “ 手作り ” にこだわって「魚沼」を発信しています

■■ ■タワラヤ（堀之内）　上村  浩之さん

人
権
ハ
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
校

「
無
料
配
布
」「
格
安
チ
ラ
シ
」

「
健
康
講
座
」
に
は
要
注
意

そ
れ
、
Ｓ
Ｆ
商
法
か
も
？

　

会
場
に
集
ま
っ
た
人
の
気
分
を
高
揚

さ
せ
て
、
高
額
な
健
康
器
具
等
を
売
り

つ
け
る
手
口
で
す
。

　

会
場
へ
チ
ラ
シ
や
ク
チ
コ
ミ
な
ど
で

誘
い
込
み
、
巧
み
な
話
術
で
場
を
盛
り

上
げ
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
雰
囲

気
の
中
で
、
最
終
的
に
高
額
な
商
品
を

売
り
つ
け
ま
す
。

　

主
に
健
康
食
品
や
布
団
・
健
康
器
具

な
ど
、
健
康
に
対
す
る
不
安
や
関
心
を

あ
お
っ
た
商
品
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

万
が
一
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
が
可
能
で
す
。
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
処
法

＊
会
場
に
行
か
な
い
こ
と
！

人権のキャラクター「人ＫＥＮ
まもるくん・あゆみちゃん」と
一緒にパチリ。
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１
月

 

２
月

 

３
月

 

４
月

 

５
月

 

６
月

「
魚
沼
の
達
人
」
認
定

佐
藤
作
治
さ
ん
、
浅
井

福
次
郎
さ
ん
、
小
峯
清

五
さ
ん
、星
利
正
さ
ん
、

佐
藤
正
さ
ん
の
５
名

19
日

４
日

新
年
賀
詞
交
換
会
開
催

27
日

１
０
０
歳
を
迎
え
る
皆

さ
ん
を
表
彰

４
日
～

５
日

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ス
コ
ッ
プ
」
が
入
広

瀬
地
区
で
除
雪
活
動

５
日
～

１６
日

17
日

井
口
新
田
大
下
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
設
立

18
日

魚
沼
市
体
育
協
会
春
季

表
彰
式
開
催

１１
日

魚
沼
基
幹
病
院（
仮
称
）

安
全
祈
願
祭
・
起
工
式

１
日

佐
梨
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
設
立

４
日

魚
沼
市
成
人
式
挙
行

25
日

自
動
車
の
公
売
を
実
施

19
日

平
成
24
年
度
第
２
回
魚

沼
市
議
会
定
例
会
開
催

７
月
６
日
ま
で

17
日

ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
魚
沼
が

開
催　

水
害
の
影
響
に

よ
り
中
止
と
な
っ
た

「
枝
折
峠
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム
」
に
代
わ
り
に
行
っ

た
も
の

10
日

第
１
回
ま
ち
づ
く
り
市

民
会
議
が
開
催

 

７
月

 

８
月

 

９
月

 

１０
月

 

１１
月

 

１２
月

２
日

魚
沼
市
長
選
挙
及
び
魚

沼
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
投
票
日（
即
日
開
票
）

26
日

東
湯
之
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
設
立

19
日

第
４１
回
東
北
地
区
支
部

消
防
救
助
技
術
指
導
会

の
「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ

救
出
」
で
魚
沼
市
消
防

本
郡
が
第
１
位

21
日

新
潟
県
知
事
選
挙
投
票

日
（
即
日
開
票
）
※
結

果
は
市
報
１１
月
１０
日
号

に
掲
載

25
日

魚
沼
市
長
選
挙
及
び
魚

沼
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
告
示
日

１
日

魚
沼
市
受
動
喫
煙
の
た

め
の
基
本
指
針
が
実
施

市
内
の
公
共
施
設
で
敷

地
内
の
全
面
禁
煙
開
始

１１
日

第
１
回
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ

リ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
開
催

１
日

只
見
線
（
小
出
駅
～
大

白
川
駅
間
）
開
通

７０
周

年
を
迎
え
る

１
日

只
見
線
再
開
通
記
念
式

典
挙
行

５
日
～

６
日

24
日

国
道
２
５
２
号
の
再
開

通
式　

水
害
の
影
響
に

で
通
行
止
だ
っ
た
国
道

２
５
２
号
が
開
通

中
学
生
広
島
平
和
記
念

式
典
派
遣
事
業
実
施

７
日
～

１１
日

第
８
回
魚
沼
市
美
術
展

開
催

23
日

魚
沼
市
褒
賞
授
与
式
挙

行　

１６
名
の
方
が
表
彰

１7
日

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
開
催

23
日

結
の
灯
り
メ
モ
リ
ア
ル

コ
ン
サ
ー
ト
開
催　

新

潟
県
中
越
地
震
か
ら
８

年
目
を
迎
え
ま
し
た

５
日

消
防
庁
舎
建
設
地
安
全

祈
願
祭

平
成
24
年
度
第
３
回
魚

沼
市
議
会
定
例
会
開
催

１０
月
４
日
ま
で

13
日

平
成
24
年
度
第
１
回
魚

23
日

25
日

個
人
県
民
税
の
徴
収
率

向
上
に
貢
献
し
た
こ
と

に
よ
り
県
よ
り
表
彰
を

受
け
る

19
日

原
小
学
校
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
開
披

平
成

２４
年
度
版
「
子
育

て
便
利
帳
」
発
刊

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
と
の
官
民
協
働
事
業

に
よ
り
発
行

28
日

８
日

自
衛
隊
メ
モ
リ
ア
ル
コ

ン
サ
ー
ト
開
催

８
日

消
防
出
初
式

23
日

結
の
灯
り
火
起
し
式

市
組
織
機
構
改
革
及
び

庁
舎
再
編
に
つ
い
て
の

説
明
会
開
催　

４
月
１

日
以
降
の
市
役
所
組
織

機
構
改
革
等
の
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

28
日

魚
沼
市
が
子
宮
頸
が
ん

予
防
活
動
奨
励
賞
を
受

賞結
の
灯
り
ア
ー
ト
コ
ン

テ
ス
ト
審
査
会

27
日

29
日

８
月

１０
日
～
募
集
し
て

い
た
「
魚
沼
市
空
き
家

等
の
適
正
管
理
及
び
有

効
活
用
に
関
す
る
条
例

（
案
）」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
募
集
期
間
終

了
（
意
見
な
し
）

24
日

６
月

２５
～
募
集
し
て
い

た
「
魚
沼
市
地
下
水
保

全
対
策
に
つ
い
て
（
答

申
）
案
」
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
期

間
終
了
（
意
見
な
し
）

魚沼の１年を振り返る

「
魚
沼
市
バ
イ
オ
マ
ス

活
用
推
進
計
画
（
案
）

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
募
集
開
始
（

１２
月

２６

日
ま
で
）

26
日

23
日

２
月

２２
日
～
募
集
し
て

い
た
「
魚
沼
市
高
齢
者

福
祉
計
画
・
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
募
集
期
間
終
了
（
意

見
な
し
）

16
日

魚
沼
市
医
療
公
社
設
立

総
会
開
催

魚
沼
市
大
雪
警
戒
本
部

設
置

27
日

31
日

魚
沼
市
豪
雪
災
害
対
策

本
部
設
置

23
日

沼
市
議
会
定
例
会
開
催

３
月
２１
日
ま
で

魚
沼
市
雪
害
警
戒
本
部

設
置

29
日

魚
沼
市
雪
害
警
戒
本
部

解
散

うおぬま 2012

【２月】除雪ボランティアの皆
さんが入広瀬地区で大活躍。

【５月】今年も若さ溢れる新成
人が文化会館に集まりました。

【３月】力作揃いで、毎年審査
が大変です（アートコンテスト）

【９月】大人気の自衛隊メモリア
ルコンサート。迫力の演奏です。

【11 月】第１回目の魚沼コシヒカ
リ紅葉マラソンには約５００人
が参加しました。

【11 月】16 名の方に魚沼市褒
賞を授与しました。（３名欠席）
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フォトス
ケ
ッ
チ
う
お
ぬ
ま

　開通から７０周年を迎えた只見線（小出駅
～大白川駅間）の記念式典が行われました。
小出駅を発車した只見線は、各駅でお祝いに
駆けつけた市民の皆さんから温かい歓迎を受
けました。

７０歳の門出をお祝い
ー 11.1　只見線（小出～大白川駅間）開通 70 周年

　東京大学生産技術研究所准教授の土屋健介
さんを講師に迎え、ものづくり講座が小出中
学校・入広瀬中学校で行われました。生徒た
ちは、講師のものづくりの活動と経験に基づ
いた講話を真剣に聞き入っていました。

「夢」を持つことの大切さ
ー 11.2　子どもものづくり講座

　およそ５００人のランナーが参加した「第１
回魚沼コシヒカリ紅葉マラソン」。沿道には駆
けつけた市民の声援が飛び交い、ランナーたち
の走りを力強く後押ししていました。

１位は俺だ！
ー 11.11　第１回魚沼コシヒカリ紅葉マラソン

　市内の小学生を対象に実施されている「魚沼尾瀬学
校」での体験や、魚沼の自然の魅力などを発表する「子
ども環境フォーラム」が、広神コミュニティセンター
で行われました。子どもたちは、内容を演劇やニュー
ス風にして発表し、聞き手を楽しませていました。

子どもたちが見つけた魚沼の自然
ー 11.17　子ども環境フォーラム

　

郵
送
さ
れ
た
投
票
所
入
場
券
に

記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
は
前
回
の
選
挙
と
同
様

に
圧
着
式
の
ハ
ガ
キ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し
た

の
で
、
ハ
ガ
キ
を
開
い
て
、
選
挙

人
ご
と
に
切
り
離
し
て
投
票
所
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
、
ま

た
は
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙

権
を
有
し
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま

す
。
投
票
所
の
受
付
で
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

◦
投
票
日
…
１２
月
１６
日
㈰

◦
投
票
時
間

・
堀
之
内
・
小
出
・
湯
之
谷
・
広

神
地
域
…
７
時
～

２０
時

・
守
門
・
入
広
瀬
地
域
…
７
時
～

１８
時

◦
投
票
の
種
類

　

３
種
類
の
投
票
が
あ
り
ま
す
。

①
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

　

候
補
者
名
を
記
入
す
る
選
挙
で
す
。

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　

政
党
名
を
記
入
す
る
選
挙
で
す
。

③
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

や
め
さ
せ
た
い
裁
判
官
の
氏
名

の
上
の
欄
に
×
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
や
め
さ
せ
な
く
て
も
よ
い

と
思
う
裁
判
官
に
つ
い
て
は
何
も

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
×
以
外

を
記
入
し
ま
す
と
無
効
投
票
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
投
票
で
き
る
人

・
平
成
４
年
１２
月
１７
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

・
平
成
２４
年
９
月
３
日
以
前
に
住
民

票
が
作
成
さ
れ
た
人
、
ま
た
は
転
入

の
届
出
を
し
た
人
（
平
成
２４
年
１２
月

３
日
現
在
で
魚
沼
市
に
引
き
続
き
３

か
月
以
上
住
ん
で
い
る
人
）

・
転
入
し
た
人

　

平
成
２４
年
９
月
４
日
以
降
に
他

の
市
町
村
か
ら
魚
沼
市
に
転
入
の

届
出
を
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の

市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
転
出
し
た
人

　

魚
沼
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
２４
年
９

月
４
日
以
降
に
魚
沼
市
か
ら
他
市

町
村
に
転
入
の
届
出
を
し
た
場
合

は
、
魚
沼
市
の
旧
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
期
日
前
投
票

期
１２
月
５
日
㈬
～
１２
月
１５
日
㈯

・
小
出
庁
舎
１
階
…
８
時
３０
分
～
２０
時

※
小
出
公
民
館
か
ら
小
出
庁
舎
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

・
そ
の
他
の
庁
舎
…
８
時
３０
分
～
１７
時

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行

な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
見
込

み
の
人
は
、
期
日
前
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
を
持

参
の
う
え
、
各
庁
舎
の
期
日
前
投

票
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場

券
を
紛
失
し
た
場
合
は
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
に
つ
い
て
は

１２
月
９
日

㈰
以
降
で
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
の
で
き
る
病
院
な

ど
に
入
院
中
の
人
、
他
の
市
町
村

に
滞
在
し
て
い
る
人
は
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
７
９
２
・
９
２
０
７

【注意】期日前投票の期間が異なります

小選挙区選出議員選挙
１２月５日㈬
～１２月１５日㈯

比例代表選出議員選挙

最高裁判所裁判官国民審査 １２月９日㈰～１２月１５日㈯
　12/9 以前に小選挙区選挙および比例代表選
挙の投票を済まされた人でも、12/9 以降に最
高裁判所裁判官国民審査の投票をすることが
できます。

衆
議
院
議
員
総
選
挙

期
日
前
投
票
は
５
日
か
ら
実
施
中

投 票 日
12⁄16㈰

小
出
国
際
雪
合
戦
出
場
者
募
集

日
２
月
１０
日
㈰

場
県
立
響
き
の
森
公
園
雪
の
コ
ロ
シ
ア
ム

定
い
ず
れ
も
先
着
順

・
大
人
（
中
学
生
以
上
）
の
部
１
７
２
チ
ー
ム

・
子
ど
も
（
小
学
生
）
の
部
３６
チ
ー
ム

￥
１
チ
ー
ム（
５
人
編
成
男
女
混
成
可
）

・
大
人
の
部
１
０
、０
０
０
円

・
子
ど
も
の
部
５
、０
０
０
円

※
事
前
振
込
と
な
り
ま
す
。

〆
１
月
１０
日
㈭
１７
時

申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
ｅ
ｂ
申

し
込
み
の
み
と
な
り
ま
す
。

Hh
ttp

:/
/
s
e
in
e
n
b
u
.

uonum
akoide.com

/yuki/

問
大
会
受
付
窓
口（
㈲
ト
ラ
ス
ト
内
）

☎
０
２
５
・
７
５
２
・
０
２
３
０

小
出
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局（
観

光
振
興
室
内
）
☎
７
９
２
・
９
７
５
４

information

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講演題・講師　演出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Hホームページ　他その他　申申し込み
問問い合わせ

魚
沼うお

ぬま

市報
2012年12月10日号

12.10

お知らせ版
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年末年始の業務案内

施設名 休館日 営業時間 備考 問

見晴らしの湯こまみ 12/25 ㈫・12/31 ㈪・1/8 ㈫ 10:00 ～ 21:00
（最終受付 20:30）

1/1 ㈫は
8:00 入浴開始、18:00 まで営業 ☎ 792･8001

交流センターユピオ 12/25 ㈫・1/8 ㈫ 10:00 ～ 18:00
（最終受付 17:00） ー ☎ 795･2003

ゆ～パーク薬師 12/26 ㈬ 10:00 ～ 22:00
（最終受付 21:00）

12/31 ㈪は
19:00 まで受付、20:00 まで営業 ☎ 792･5554

神湯とふれあいの里 12/27 ㈭・1/10 ㈭ 10:00 ～ 22:00
（最終受付 21:00） ー ☎ 799･3350

羽川荘 12/25 ㈫・1/8 ㈫ 10:00 ～ 20:00 ー ☎ 792･6627

守門温泉青雲館 年末年始は休まず営業 10:00 ～ 20:00
（最終受付 19:00）

12/26 ㈬・1/2 ㈬は
午前中風呂清掃のため
12:00 から営業

☎ 797･2555

寿和温泉 12/27 ㈭・1/7 ㈪ 12:00 ～ 20:00
（最終受付 19:00）

12/29 ㈯～ 1/6 ㈰は
10:00 ～ 19:00 まで受付
12/31 ㈪は
18:00 まで受付、19:00 まで営業

☎ 796･3033

浅草山荘 年末年始は休まず営業 11:00 ～ 17:00
（最終受付 16:30）一般客の受入れは 1/6 ㈰まで ☎ 796･2331

１２月 １月
２７日㈭ ２８日㈮ ２９日㈯ ３０日㈰ ３１日㈪ １日㈫ ２日㈬ ３日㈭ ４日㈮

通常業務 休業 通常業務

戸籍届出・パスポート申請について　　　　　　　　　　　　　　　　   問市民生活室☎７９２・２１１１

◦休業期間中は、窓口業務は行いませんが、戸籍届出については受け付けます。
　【受付できる庁舎・時間】　・守門庁舎…８：３０～１７：１５　・小出庁舎…２４時間受付

◦１２月２９日～１月３日の旅券（パスポート）申請・交付窓口は休業となります。ただし、「海外における親
　族等の病気、事故、災害等による死亡、危篤、入院等により、関係者が緊急渡航するために旅券を必要とする

　人道的ケース」に該当し、即日発給の申請をする場合は除きます。

ガス・水道の開栓・閉栓について　　　　　　　　　　　　　　　　　　問ガス水道局☎７９２・１１１８

　ガス・水道の開栓・閉栓業務は、土・日曜と１月１日～１月３日が休業です。１２月３１日㈪の開栓・閉栓

（９：００～１６：３０）については、１２月２８日㈮までに予約の電話をお願いします。

窓口業務

温泉施設

医療機関 休診日 問 備考
堀之内病院 12/29 ㈯～ 1/3 ㈭ ☎ 794･2450

　堀之内病院には医師が在院します。急患等
の場合は事前に当院まで電話をしてください。
看護師が症状をお聞きします。診療所は医師
が不在となりますので、急患等の場合は、休
日救急診療室をご利用ください。

守　門
診療所

医科 12/29 ㈯～ 1/3 ㈭ ☎ 797･2062
歯科 12/30㈰～1/3㈭（29㈯は16:00まで受付） ☎ 797･2466

入広瀬
診療所

医科 12/29 ㈯～ 1/3 ㈭ ☎ 796･2320
歯科 12/27 ㈭～ 1/3 ㈭ ☎ 796･2872

湯之谷歯科診療所 12/30 ㈰～ 1/3 ㈭ ☎ 792･6373

期間　　
　施設名

１２月 １月
問

２７日㈭ ２８日㈮ ２９日㈯ ３０日㈰ ３１日㈪ １日㈫ ２日㈬ ３日㈭ ４日㈮

小出郷文化会館 通常業務 休館 文化振興室
☎ 792･8811

体育施設 通常業務 休館（施設予約及び団体・個人利用はできません。） 通常業務

生涯学習課
☎ 794･6073

図書館・図書室 通常業務 休館（広神・小出郷図書館・堀之内図書室の返却ポス
トは使用できません。） 通常業務

目黒邸 通常業務 休館 通常業務
佐藤家・目黒邸資料館 １２月１日㈯より冬期閉館（平成 25 年 4 月下旬オープン予定）

宮柊二記念館 通常業務 １月５日㈯まで休館
各地区公民館

小出郷福祉センター
広神コミュニティセンター

守門開発センター
入広瀬会館その他市民会館

通常業務 休館 通常業務

期間　　
　施設名

１２月 １月
問

２７日㈭ ２８日㈮ ２９日㈯ ３０日㈰ ３１日㈪ １日㈫ ２日㈬ ３日㈭ ４日㈮
エコプラント魚沼 通常業務 休業 通常業務 ☎ 792･9900
さわやかセンター 通常業務 休館 ☎ 792･8980

小出
ボランティアセンター 通常業務 休館 通常業務 厚生室

☎ 792･9767
老人福祉センター

（小出・湯之谷・広神）
堀之内老人憩いの家
守門高齢者センター

通常業務 休館 通常業務 介護福祉室
☎ 792･9755

広神老人憩いの家 通常業務 休館
◦エコプラント魚沼の搬入時間は、月曜日～土曜日は８：００～１７：００、日曜日は８：００～１２：００です。
　指定袋を使用せず、持ち込んだ場合の処理手数料は重さを計算し、その場で精算します。

医療機関

環境・福祉施設

文化・教育施設

く
　
ら
　
し

◆◆
小
出
ス
キ
ー
場
　
　
　
　

指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　

魚
沼
市
議
会
で
の
議
会
議
決
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
管
理
者

を
指
定
し
ま
し
た
。

・
指
定
管
理
者
…
有
限
会
社
モ
ダ

ン
ア
ー
ト
社

・
指
定
期
間
…
１２
月
１
日
～
平
成

２５
年
３
月
３１
日

問
財
政
室
☎
７
９
２
・
９
２
０
５

◆◆
財
務
省
を
騙
っ
た
　
　

「
詐
欺
被
害
者
支
援
対
策
金
」

申
請
の
連
絡
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

過
去
に
投
資
詐
欺
の
被
害
に
あ
っ

た
人
に
対
し
、
詐
欺
被
害
の
回
復
を

持
ち
か
け
、
結
果
的
に
金
銭
を
搾
取

す
る
手
口
で
す
。
財
務
省
で
は
こ
の

よ
う
な
対
策
金
の
支
給
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
関
東
財
務
局
証
券
監
督
第
一
課

☎
０
４
８
・
６
１
３
・
３
９
５
２

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
７
９
２
・
８
８
４
４

◆◆
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

国
の
重
要
な
調
査
で
す
。
対
象
の
事

業
所
に
は
、
１２
月
中
旬
か
ら
来
年
１

月
に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

調
査
の
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
市
内
で
製
造
業
を
営
む
従
業
員

４
人
以
上
の
事
業
所

内
事
業
所
の
従
業
員
・
原
材
料
等

仕
入
額
・
在
庫
・
製
造
品
目
・
出
荷
額
・

作
業
工
程
に
関
す
る
こ
と
な
ど

問
企
画
政
策
室
☎
７
９
２
・
１
４
２
５

◆◆
建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

「
家
屋
取
壊
届
出
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
地
確
認

後
に
翌
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

か
ら
削
除
し
ま
す
。
提
出
が
な
い
と

翌
年
度
以
降
の
課
税
台
帳
に
登
載
さ

れ
た
ま
ま
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
記
載
す
る

際
は
、
毎
年
６
月
１５
日
付
け
で
送
付

し
て
い
る
「
課
税
明
細
書
」
を
参
照

し
、正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

書
類
は
、
税
務
室
・
各
市
民
セ

ン
タ
ー
・
北
部
振
興
事
務
所
に
あ

る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
務
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
１

冬の交通事故防止運動①　期１２月１１日～１２月２０日　スローガン「冬の道 保って安心 車間距離」
運動の重点　①飲酒運転の根絶　②車間距離の保持と正しい合図の励行

冬の交通事故防止運動②　期１２月１１日～１２月２０日　スローガン「冬の道 保って安心 車間距離」
運動の重点　③歩行中・道路横断中の交通事故防止
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制
度
・
手
続
き

◆◆
要
介
護
認
定
者
の
紙
お
む

つ
代
の
医
療
費
控
除

　

確
定
申
告
で
、
要
介
護
認
定
者

の
紙
お
む
つ
代
を
医
療
費
に
加
え

る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
書

類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

①
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」

②
市
が
発
行
す
る
「
主
治
医
意
見

書
記
載
内
容
証
明
書
」

　

②
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
確
定

申
告
の
際
に
①
か
②
を
用
い
て
申

告
し
た
人
が
使
用
で
き
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

の
う
ち
、
市
が
保
管
し
て
い
る
主

治
医
意
見
書
に
、
寝
た
き
り
状
態

が
続
き
、
尿
失
禁
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

に
発
行
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
介
護
福
祉
室
ま
た
は
各
市
民
セ

ン
タ
ー
等
の
窓
口

問
・
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

介
護
福
祉
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
５

・
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

小
千
谷
税
務
署

☎
０
２
５
８
・
８
３
・
２
０
９
０

安
心
・
安
全

◆◆
冬
の
運
転
マ
ナ
ー
　
　
　

道
路
の
雪
水
を
は
ね
な
い
で

　

冬
の
道
路
を
車
で
通
行
す
る

際
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
の
雪
水
を

は
ね
飛
ば
し
て
歩
行
者
に
雪
水
を

か
け
る
こ
と
は
、
歩
行
者
等
保
護

義
務
違
反
に
な
り
ま
す
。
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
、
歩
行
者
に
優
し
い

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
ま
ち
づ
く
り
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
２

魚
沼
市
交
通
安
全
協
会
☎
７
９
２
・
５
２
７
５

職
員
等
の
募
集

◆◆
市
立
保
育
園
保
育
士
　

（
非
常
勤
職
員
）

・
募
集
定
員
…
若
干
人

・
応
募
資
格
…
平
成
２５
年
４
月
１

日
現
在
の
年
齢
が
６０
歳
未
満
で
保

育
士
資
格
を
有
す
る
人

・
任
用
期
間
…
平
成
２５
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
２６
年
３
月
３１
日

・
業
務
内
容
…
保
育
等

・
勤
務
地
…
市
立
保
育
園
・
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
賃
金
…
月
額
１４
万
８
０
０
円

募
　
　
　
集

◆◆
介
護
保
険
運
営
協
議
会
　

被
保
険
者
委
員
募
集

　

市
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に
関

し
、
被
保
険
者
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
募
集
し
ま
す
。

◦
任
期
…
平
成
２５
年
２
月
１
日
か

ら
２
年
間

内
・
介
護
保
険
事
業
の
運
営
に
関

す
る
重
要
事
項
の
審
議

・
会
議
は
、
年
に
２
回
程
度
、
平

日
の
昼
間
を
予
定

◆◆
和
太
鼓
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

日
１
月
９
日
㈬
・
２２
日
㈫
、
２
月
５

日
㈫
・
１９
日
㈫
、
３
月
３
日
㈰
・
１２

日
㈫
い
ず
れ
も
１９
時
３０
分
～
２１
時（
た

だ
し
、
３
月
３
日
㈰
は
１０
時
か
ら
）

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
バ
チ
の
持
ち
方
な
ど
基
礎
か
ら

１
曲
演
奏
ま
で
を
目
標
に
し
ま
す
。

講
魚
沼
太
鼓
メ
ン
バ
ー
ほ
か

定
２０
人
（
先
着
順
）

￥
一
般
３
、０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
１
、５
０
０
円
（
初
回
時
納

入
、
そ
の
他
に
教
材
代
負
担
の
場

合
あ
り
）

〆
１２
月
２６
日
㈬

申
文
化
振
興
室
（
小
出
郷
文
化
会

館
）
☎
７
９
２
・
８
８
１
１
（
受
付

時
間
９
時
～
１７
時
、
月
曜
休
館
）

・
社
会
保
険
等
…
社
会
保
険
・
雇

用
保
険
に
加
入

・
勤
務
時
間
…
日
６
時
間
４５
分（
週

３３
時
間
４５
分
）

・
休
日
…
土
・
日
・
祝
祭
日
（
原
則
）

・
試
験
…
一
次
：
書
類
審
査

二
次
：
面
接
選
考（
１
月
中
旬
を
予
定
）

・
申
込
方
法
…
１２
月
２５
日
㈫
ま
で

に
所
定
の
申
込
書
に
市
販
の
履
歴

書
等
を
添
え
て
子
ど
も
課
（
堀
之

内
庁
舎
１
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
子
ど
も
課
に
あ

る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
子
ど
も
課
☎
７
９
４
・
６
０
２
７

　

魚
沼
市
立
医
療
機
関
で
医
師
、

助
産
師
ま
た
は
看
護
師
と
し
て
働

く
意
思
の
あ
る
人
に
、
修
学
に
必

要
な
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

◦
応
募
資
格
…
医
師
・
助
産
師
ま

た
は
看
護
師
の
資
格
を
取
得
で
き
る

大
学
・
専
門
学
校
等
に
平
成
２５
年
４

月
以
降
在
学
し
て
い
る
こ
と

◦
貸
与
予
定
人
数
…
医
師
・
助
産

師
・
看
護
師
そ
れ
ぞ
れ
若
干
人

◦
選
考
方
法
…
学
業
成
績
、
世
帯

の
所
得
金
額
及
び
面
接
に
よ
り
選

考
し
ま
す
。

◦
貸
与
金
額
（
月
額
）

・
医
師
…
私
立
大
学
３０
万
円

・
医
師
…
国
公
立
大
学
１５
万
円

・
助
産
師
・
看
護
師
…
５
万
円

◦
貸
与
期
間
…
平
成
２５
年
４
月
～

　

学
業
意
欲
が
高
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
な
人
に
奨
学
金
を
貸

与
し
ま
す
。

◦
貸
与
予
定
人
数
…
４０
人
程
度

◦
応
募
資
格

①
１
年
以
上
前
か
ら
市
内
に
居

住
し
て
い
る
保
護
者
の
子
ど
も

で
、
大
学
・
専
修
学
校
（
２
年
以

上
）・
高
等
学
校
等
に
平
成
２５
年

４
月
以
降
在
学
し
て
い
る
こ
と

②
大
学
・
専
修
学
校
生
へ
の
貸

与
は
、
募
集
要
項
に
定
め
る
学

習
成
績
を
修
め
て
い
る
こ
と

③
世
帯
の
１
年
間
の
所
得
金
額

が
、
募
集
要
項
に
定
め
る
基
準

額
以
下
で
あ
る
こ
と

④
他
の
公
的
機
関
の
奨
学
金
を

貸
与
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

◦
貸
与
金
額
（
月
額
）

①
大
学
・
専
修
学
校
等
…
５
万
円

②
高
等
学
校
等
…
２
万
円

※
無
利
息
で
、
卒
業
後
１０
年
以

内
に
返
還
が
必
要
で
す
。

◦
貸
与
期
間
…
平
成
２５
年
４
月

～
最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

◦
応
募
方
法
…
所
定
の
申
請
書
に

必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
学
校
教

育
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
北

部
振
興
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご

最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

◦
返
還
免
除
…
医
師
は
貸
与
期

間
の
１．５
倍
の
期
間
、
助
産
師
・

看
護
師
は
貸
与
期
間
の
１
．
２５

倍
の
期
間
、
市
立
医
療
機
関
で

働
い
た
場
合
は
返
還
を
免
除
し

ま
す
。
期
間
に
満
た
な
か
っ
た

場
合
は
無
利
子
に
よ
る
一
括
返

還
ま
た
は
５
％
の
利
息
を
付
け

て
の
分
割
返
還
に
な
り
ま
す
。

◦
応
募
方
法
…
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
新
病
院
対
策
室

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
書
、

募
集
要
項
は
新
病
院
対
策
室
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〆
２
月
２８
日
㈭
問
新
病
院
対
策
室

☎
７
９
２
・
１
４
３
６

魚
沼
市
医
師
等
修
学
資
金
貸
与
者
募
集

魚
沼
市
奨
学
金
貸
与
者
募
集

覧
く
だ
さ
い
。
申
請
書
・
募
集
要

項
は
学
校
教
育
課
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
北
部
振
興
事
務
所
で

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〆
１
月
１０
日
㈭
問
学
校
教
育
課

☎
７
９
４
・
６
０
７
２

◆◆「
総
合
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か

た
っ
く
り
」
指
定
管
理
者
募
集

　

平
成
２５
年
４
月
か
ら
の
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
指
定
期
間
…
平
成
２５
年
４
月
１

日
～
平
成
２８
年
３
月
３１
日（
３
年
間
）

◦
応
募
資
格
…
市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
か
、
事
業
所
を
設
置
す
る
予
定
の

法
人
ま
た
は
団
体
と
し
、
個
人
で
の
応

募
は
で
き
ま
せ
ん
（
団
体
に
つ
い
て
は

法
人
格
の
有
無
を
問
い
ま
せ
ん
。）。

※
一
定
要
件
あ
り

◦
募
集
期
間
…
１２
月
１０
日
㈪
～
平

成
２５
年
１
月
１５
日
㈫
８
時
３０
分
～

１７
時
１５
分
（
閉
庁
日
を
除
く
）

◦
募
集
要
項
の
配
布
及
び
申
請
書

の
提
出
先
…
観
光
振
興
室
（
湯
之
谷

◆◆「
小
出
ス
キ
ー
場
を
支
援

す
る
会
」
会
員
募
集

　

こ
の
団
体
に
賛
同
し
、
支
援
し
て

く
だ
さ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

￥
一
口
２
、０
０
０
円
か
ら

対
ど
な
た
で
も
申
問
担
当
・
森
山

☎
携
帯
０
９
０
・
１
４
２
１
・
７
３
０
８

公営住宅の入居者を募集します
申問都市整備室☎７９９・３１３４

〆１２月２８日（金）
他・募集戸数を超える申込みがあった場合や入居希望部屋が重
　　複した場合は、抽選を行います。
　・締切日までに募集戸数に達しなかった場合、以降は申込順
　　に入居を決定します。
　・この他の県営住宅・市営住宅への入居は、選考委員会を経
　　て決定されます（市報での募集は行いません。）。

住宅名（所在地） 仕様 築年数 月額家賃 募集戸数
広神住宅 B（並柳） ３ＤＫ 14 年 37,500 円 ２戸
須原住宅 A（須原） ３ＤＫ 16 年 45,000 円 １戸
第五大栃山住宅（大栃山） ２Ｋ 16 年 25,000 円 １戸
佐梨川住宅（佐梨） ３ＬＤＫ 33 年 55,000 円 ２戸

①所得要件あり※基準額以上の所得があること（中堅所得者）

住宅名（所在地） 仕様 築年数 月額家賃 募集戸数
新保住宅（新保） ３ＤＫ 19 年 37,500 円 16 戸
大湯住宅（大湯温泉） １ＤＫ 20 年 25,000 円 １戸
福山住宅（福山新田） ２Ｋ 25 年 5,700 円 １戸

②所得要件なし

￥
条
例
等
に
基
づ
く
報
酬
等
を
支
弁

定
４
人
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
書
類
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。）

対
満
４０
歳
以
上
で
市
内
に
住
所
を

有
し
て
い
る
こ
と
〆
１
月
７
日
㈪

申
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
介
護
福
祉
室
ま
た
は
各
市
民
セ

ン
タ
ー
等
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
介
護
福
祉
室
ま
た
は

各
市
民
セ
ン
タ
ー
等
に
あ
り
ま
す
。

問
介
護
福
祉
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
５

庁
舎
）
※
募
集
要
項
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
４

健
康
・
福
祉

◆◆
や
さ
し
い
・
簡
単
男
性
の
料
理
教
室

日
１２
月
１９
日
㈬
１０
時
～
１２
時
３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
地
元
の
食
材
で
年
末
・
年
始
の
お

も
て
な
し
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

講
魚
沼
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

対
男
性
定
先
着
２０
人
￥
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
、

筆
記
用
具
〆
１２
月
１７
日
㈪

申
健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

毎月１９日は

　安全な地域の食材を活かして、
お正月のごちそうを作りませんか？
問健康増進室☎７９２・９７６３ 食育普及マーク

「ショクビィー」

食育の日

禁煙の日　日１２月２２日　毎月２２日は、シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワン
スワンで禁煙を！」をスローガンとしています。あなたも禁煙をはじめませんか？
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◆◆
高
齢
者
と
障
害
者
の
困
り
ご
と

無
料
法
律
相
談
会

日
１２
月
１５
日
㈯
１０
時
～
１６
時

内
財
産
管
理
、
成
年
後
見
、
遺
言
・

相
続
、
悪
徳
商
法
、
借
金
、
社
会

福
祉
制
度
な
ど

◆◆
商
工
業
者
対
象
の
無
料
相
談
会

日
１
月
１０
日
㈭
１０
時
～
１２
時

場
堀
之
内
商
工
会

内
相
談
内
容
は
１
件
３０
分
程
度

申
堀
之
内
商
工
会
（
要
予
約
）

☎
７
９
４
・
２
４
３
３

◆◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
う
お
ぬ
ま

日
１２
月
２７
日
㈭
１０
時
～
１６
時

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
若
者
の
た
め
の
仕
事
探
し
の
お
手

伝
い
と
、
就
職
に
関
す
る
出
張
相
談

会
（
相
談
時
間
は
概
ね
５０
分
の
予
定
）

対
３９
歳
く
ら
い
ま
で
で
、
就
職
の

相
談
を
し
た
い
人

相
専
任
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

￥
無
料
定
５
人
〆
１２
月
２６
日
㈬

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
う
お
ぬ
ま

☎
０
２
５
８
・
３
８
・
６
１
８
１

Hhttp://w
w
w.niigata-jobcafe.jp/

12 月16 日～ 31 日 行事カレンダー

16 日

衆議院議員総選挙投票日
日曜なんでも相談会・要予約（8:30/ 市民相談センター）
ホッとスペースひまわり
（13:00/ 広神コミュニティセンター）
越後魚沼干溝歌舞伎（13:00/ 小出郷文化会館）
出前健康料理教室（13:30/ 吉田集落センター）

17 月

11/30 納期限分の口座再振替日（市・県民税、
固定資産税、介護保険料、国民健康保険税、後
期高齢者保険料）
みんなあつまれげんきっこ（9:00/ 小出保育園）

18 火 めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/ めぐみ幼稚園）

19 水 ブックスタート（13:00/ 小出子育て支援センターぱぴぷ）
20 木 プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）
21 金 だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）
22 土

23 日 キッズ・クリスマス（スマイルプリキュアショー）（10:30/ 小出郷文化会館）
24 月

25 火

第６期納期限（後期高齢者医療保険料）
第７期納期限（市・県民税、固定資産税、介護
保険料、国民健康保険税）
第 9回農業委員会総会（14:00/ 広神庁舎）

26 水 年金相談日（10:00 ～ 15:00 ／小出商工会館）要予約・長岡年金事務所 0258-88-0006

27 木 ジョブカフェうおぬま（10:00 ～ 16:00/ 小出郷福祉センター）
28 金
29 土
30 日
31 月

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 １７日㈭
10:45 ～ 11:00 対１月生まれ

土曜開放日 ５日、１２日
9:00 ～ 11:30 広場を開放します

元気に
運動あそび

１２日㈯
10:00 ～ 11:00 対未就学児と保護者

身長・体重計測 毎週月曜  9:00 ～ 12:00
             13:00 ～ 15:00

乳幼児の育児等の
相談もできます

・午後から閉館する場合があります。詳細は「月のおた
　より」をご覧ください。
・育児相談は、随時受け付けています。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 １５日㈫
10:45 ～ 11:00 対１月生まれ

身長・体重計測 １５日㈫午前 乳幼児の育児等の
相談もできます

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

守門健康センター
１月、２月はお休みです

入広瀬保健センター

子育て支援センター １月 問健康増進室
☎ 792・9763

 １月
児幼 健 診 等乳

離乳食講習会等
事業名 期日 受付 会場 対象（対象外でも参加可）

離乳食講習会
ステップ 1

11 日
（金）

9:30
～

9:45
小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

H24 年 10 月生の乳児の養育者

離乳食講習会
ステップ 2

8 日
（火） H24 年 6 月生の乳児の養育者

離乳食講習会
ステップ 3

15 日
（火） H24 年 3 月生の乳児の養育者

1 歳
歯みがき教室

29 日
（火）

9:15
～

9:30
H24 年 1 月生

持母子健康手帳、離乳食講習会ステップ 1、2、3 にや
　むを得ず子どもを同伴する場合はバスタオル

子育て情報メール配信サービスをご利用ください　くわしい内容は「魚沼市ホームページトップ＞
子育て・教育＞子育て情報メール配信サービス開始」　Hhttp://www.city.uonuma.niigata.jp/

乳幼児健診
事業名 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児健診
４か月児

H24.9.1 ～ 9.20 10 日㈭

13:00
～

13:15

小出子育て
支援センターH24.9.21 ～ 9.30 24 日㈭

1 歳
６か月児 H23 年 6 月 23 日㈬

湯之谷保健
センター３歳児

H22.1.1 ～ 1.20 16 日㈬
H22.1.21 ～ 1.31 30 日㈬

２歳児歯科 H23 年 1 月 15 日㈫

持母子健康手帳、問診票
・参加できない場合は事前にご連絡ください。
・感染症にり患、またはその疑いがある場合は、健康増
　進室に連絡のうえ、治癒してからお越しください。
※乳児健診の対象者が、子ども健康カレンダーの対象
　者とは変更になっていますのでご注意ください。

各
種
相
談
等

積雪状況により変更あり 営業日・定休日

大原スキー場
12⁄22 ㈯ 8:30 から

定休日…毎週火・水・木曜
（３月末まで）

※年末年始は通常営業
☎ 796・2039

須原スキー場
12⁄22 ㈯ 9:00 から
※２２日のみリフト無料

シーズン中無休
※第２ロマンスリフトは休止
☎ 797・2059

小出スキー場
12⁄22 ㈯ 9:00 から

営業時間…9:00 ～ 17:00
（土曜ナイターは 21:00 まで）
※平日は 13：00 から営業　
の場合があります。
定休日…毎週水曜

（1 月 2 日㈬は営業）
☎ 792・5320

薬師スキー場
12⁄21 ㈮ 9:00 から

営業日…金・土・日・祝日のみ
1 月 6 日㈰までは無休営業
☎ 792・5554

大湯温泉スキー場
12⁄22 ㈯ 9:00 から

営業日…土・日・月・祝日のみ
1 月 7 日㈪までは無休営業
☎ 795・2538

「スキーこどもの日」をご利用ください　
１月～３月までの第３日曜日は、各スキー場にて小学生以下リフト無料になります。

市内スキー場オープン

❷❷
脳
は
つ
ら
つ
教
室

　

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
、
脳
の

活
性
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

期
１２
月
～
３
月
の
間
に
週
一
回
で

計
１２
回
を
予
定
場
要
相
談

内
旅
行
企
画
・
自
分
史
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
十
種
体
操
の
４
つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
１
つ
を
選
択

対
認
知
症
や
も
の
忘
れ
予
防
に
関

心
の
あ
る
６５
歳
以
上
で
構
成
さ
れ

た
６
～
８
人
の
グ
ル
ー
プ

￥
無
料
〆
１２
月
２５
日
㈫

❶❶
介
護
予
防
の
た
め
の
　

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

の
提
出
に
ご
協
力
を

　

住
民
検
診
申
込
書
に
同
封
し
て

あ
る
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
す
。

対
平
成
２５
年
４
月
１
日
時
点
で
６５

才
以
上
と
な
る
人
（
要
支
援
・
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
）

〆
１２
月
２１
日
㈮
申
住
民
健
診
の
申

込
書
と
一
緒
に
嘱
託
員
ま
た
は
各
市

民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事
務
所
、

健
康
増
進
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
福
祉
室

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

申
問
☎
７
９
２
・
９
７
６
０

生
涯
学
習
・
公
民
館

❶❶
市
内
図
書
館
（
室
）
年
末
年
始

貸
出
期
間
を
延
長
し
ま
す

◦
図
書
：
１２
月
１５
日
㈯
～
２８
日
㈮

に
貸
出
し
た
も
の
…
貸
出
期
間
３

週
間

◦
雑
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
：
１２
月

２２
日
㈯
～
２８
日
㈮
に
貸
出
し
た
も

の
…
貸
出
期
間
２
週
間

問
小
出
郷
図
書
館

広
神
図
書
館
☎
７
９
９
・
３
２
２
７

❷❷
０
～
３
才
向
け
　
　
　
　

だ
っ
こ
で
お
は
な
し

日
１２
月
２１
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

内
お
子
さ
ん
を
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
し

な
が
ら
、
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
絵
本
「
こ
ぐ
ま
ち

ゃ
ん
あ
り
が
と
う
」、「
か
ん
か
ん

か
ん
」、「
だ
れ
の
ご
は
ん
？
」、

紙
芝
居
「
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ー
ク
シ
ョ

ン
」、「
お
ん
ぶ
お
ん
ぶ
」
な
ど
を

読
み
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

小
出
郷
図
書
館

問
☎
７
９
２
・
０
３
３
７

催
　
　
　
し

◆◆
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
教
室

日
１２
月
２２
日
㈯
１３
時
～
１５
時

場
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
つ

な
ご
て
」（
本
町
１
丁
目
２
番
地
）

内
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
可
愛
い

ツ
リ
ー
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま

せ
ん
か
。作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
は
、

持
ち
帰
り
可
能
で
す
。

対
ど
な
た
で
も
（
１０
歳
以
下
は
保

護
者
同
伴
）
定
１０
人
￥
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
・
手
袋
（
火
傷
防
止
）

〆
１２
月
２０
日
㈭

申
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
結
実
行
委
員
会

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
内
）
☎
７
９
２
・
１
３
３
６

（
平
日
・
土
曜
１０
時
～
１７
時
３０
分
）

対
高
齢
者
や
障
害
者
ま
た
は
そ
の
家
族

◦
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）

☎
０
５
７
０
・
０
４
５
５
３
３

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

◦
面
接
相
談
（
予
約
必
要
）

場
新
潟
県
弁
護
士
会
館
（
新
潟
市

中
央
区
学
校
町
通
１
番
町
１
番
地
）

相
弁
護
士
申
問
新
潟
県
弁
護
士
会

☎
０
２
５
・
２
２
２
・
５
５
３
３

ス
ポ
ー
ツ

◆◆
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
８
回
市
民
卓
球
大
会

日
１２
月
２３
日
㈰
９
時
開
会

場
小
出
郷
総
合
体
育
館

対
市
内
在
住
・
在
勤
者
、
ま
た
は

市
内
へ
の
通
学
者

内
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・

一
般
高
校
の
部
・
愛
好
者
の
部
・

い
ず
れ
も
個
人
戦

￥
２
０
０
円
〆
１２
月
１９
日
㈬

申
魚
沼
市
卓
球
協
会
・
森
山

☎
７
９
２
・
７
２
８
１
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市役所の各部署の場所や
業務内容を紹介します。

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１２月２５日（火）です。

 きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

健康増進室　☎７９２－９７６３
E ﾒｰﾙ：uc903901@city.uonuma.niigata.jp
新病院対策室　☎７９２－１４３６
E ﾒｰﾙ：newhospital@city.uonuma.niigata.jp

駒
こまがた

形   好
よしゆき

幸 さん

No.48

文
化
財
散
歩

市指定文化財の書跡※

「上条宜順・長松権三郎文書」
を紹介します

　

今
回
紹
介
す
る『
上
条
宜
順
・

長
松
権
三
郎
文
書
』
は
、
先
月

号
で
紹
介
し
た
『
原
丹
波
文

書
』（
原
、
上
条
、
長
松
の
三

名
が
領
分
で
あ
る
山
の
境
界
を

定
め
た
文
書
）
の
翌
年
、
天
正

１０
年
１
５
８
２
年
３
月
１１
日
に

上
条
、
長
松
両
氏
の
連
名
で
当

時
の
地
役
人
で
あ
っ
た
今
泉
の

茂
野
内
蔵
乃
助
に
そ
の
旨
を
伝

え
た
も
の
で
す
。

■
東
日
本
大
震
災
・
魚
沼
市
へ
の
避
難
者
数
の
う
ご
き
＊

１１
月
30
日
現
在
【
公
営
住
宅
（
仮
設
住
宅
）】
…
２
世
帯
６
人
【
親
類
宅
等
避
難
者
】
８
世
帯

１２
人　

※
先
月
と
変
更
な
し

市報うおぬま　2012.12.10 　 22

平成２４年度公益財団法人日本民謡協会民謡民舞全国大会で、
民謡貢献章を受賞されました。

市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

Ｑ　

１１
月
１
日
、
小
出
駅
～
大
白
川
駅
間

開
通
○
周
年
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た

只
見
線
。
さ
て
何
周
年
を
迎
え
た
で

し
ょ
う
？　

①
「

７０
周
年
」

②
「

８０
周
年
」

③
「

９０
周
年
」

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分

図
書
カ
ー
ド
」、「
魚
沼
映
画
の
専
門
店
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
」
を
各
５
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
答
え
と
市
報
の
感
想
等
を
お
書
き
の
う

え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

１２
月

２５
日

（火）

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

前
回
の
正
解
は
、
②
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
紅
葉
マ

ラ
ソ
ン
」
で
し
た
。
当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
図
書
カ
ー
ド
】
田
中
キ
ヨ
さ
ん
、
渡
辺
あ
や

子
さ
ん
、
大
平
ま
り
も
さ
ん
、
関
悠
理
さ
ん
、

伊
倉
京
子
さ
ん
【
映
画
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
】
穴
沢

悦
子
さ
ん
、
鈴
木
久
美
子
さ
ん
、
並
木
ミ
チ
エ

さ
ん
、
阿
達
太
誠
さ
ん
、
駒
形
文
枝
さ
ん

　
　
　
　
　

定

一
、
井
の
く
ほ
林
よ
り
、
大
長
崎
川
南
ハ

　
　

上
条
分
之
事
、

一
、
大
長
崎
よ
り
、
相
の
み
ね
迄
、
原
分
也
、

　
　

下
は
林
之
内
也
、

一
、
相
の
み
ね
よ
り
、
狸
岩
迄
、
長
松
分
事
、

　
　

右
山
さ
か
い
の
事
、
少
も
相
違
有
之

　
　

間
敷
者
也
、

　
　
　
　

天
正
拾
年

　
　
　
　
　

三
月
十
一
日　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
条
花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
松
花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
野
内
蔵
之
助
殿

上条宜順・長松権三郎文書
（写真提供：魚沼歴史・民俗の会）

※書跡とは書いた文字の跡。文化財では文字が書かれた遺品が主に分類されます。

澁
し ぶ や

谷   　進
すすむ

 さん 上
かみむら

村　留
と め じ

治 さん

民
謡
を
始
め
て
お
よ
そ
４０

年
が
経
過
し
た
と
語
る
、

駒
形
さ
ん
・
上
村
さ
ん
・
澁
谷
さ

ん
の
３
人
は
、
平
成
２４
年
度
の
民

謡
貢
献
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１０
月
１９
日
、
東
京
の
国
技
館
で
開

催
さ
れ
た
「
平
成
２４
年
度
民
謡
民

舞
全
国
大
会
」（
公
益
財
団
法
人

日
本
民
謡
協
会
主
催
）
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
３
人
で
出
席
さ
れ
た

そ
う
で
す
。　

　

民
謡
貢
献
章
は
、
永
年
に
わ

た
っ
て
民
謡
民
舞
の
研
究
及
び
協

会
の
運
営
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
民
謡
三

章
と
呼
ば
れ
る
文
化
章
・
技
能
章
・

功
労
章
に
次
ぐ
、
大
変
名
誉
あ
る

章
で
す
。
４０
年
ほ
ど
前
に
民
謡
を

通
じ
て
知
り
合
い
、
親
交
を
深
め

て
き
た
３
人
が
今
回
揃
っ
て
受
賞

し
た
こ
と
に
、
皆
さ
ん
と
て
も
喜

ん
で
い
ま
す
。

　

国
技
館
で
の
表
彰
式
は
緊
張
さ

れ
た
の
で
は
？
と
尋
ね
る
と
、「
い

や
ぁ
、
い
つ
も
と
違
う
緊
張
感
が

あ
っ
て
、
と
て
も
い
い
刺
激
に
な

り
ま
し
た
よ
。」と
、余
裕
の
返
答
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
澁
谷
さ
ん
と

上
村
さ
ん
は
、
お
弟
子
さ
ん
を
抱

え
る
『
先
生
』
と
し
て
も
活
躍
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
更
に
、
皆
さ

ん
の
活
動
は
民
謡
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
踊
り
や
三
味
線
な
ど
も
お

得
意
な
の
だ
そ
う
。
色
々
な
分
野

で
挑
戦
し
て
い
る
お
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
３
人
の
元
気
を
分
け
て

も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

市
内
外
の
福
祉
施
設
等
を
訪
れ
て

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。「
３０
分
く
ら
い
の
舞
台
だ

け
ど
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き

た
い
で
す
ね
。」
と
、
力
強
く
語

り
ま
し
た
。

　
「
家
族
の
協
力
で
、
こ
こ
ま
で

民
謡
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と

笑
顔
を
見
せ
る
皆
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
素
敵
な
歌
声
を
響
か
せ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

№８

こちらです。
窓口は

健康課（湯之谷庁舎１階）

■
主
な
業
務

【
健
康
増
進
室
】

○
保
健
班
…
健
康
づ
く
り
、
が
ん
検
診
、
特
定

基
本
健
診
及
び
保
健
指
導
、
歯
科
保
健
、
予
防

接
種
、
献
血
、
食
育
・
食
生
活
改
善
、
精
神
保

健
福
祉
、
母
子
保
健
、
妊
産
婦
・
不
妊
治
療
医

療
費
助
成
、
救
急
医
療
対
策　

な
ど

○
国
保
年
金
係
…
国
民
健
康
保
険
医
療
の
給

付
、
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
、
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
、

被
保
険
者
証
の
交
付
、
国
民
年
金　

な
ど

○
高
齢
者
医
療
係
…
被
保
険
者
証
の
交
付
、
保

険
料
の
賦
課
・
徴
収
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
給

付　

な
ど

【
新
病
院
対
策
室
】

○
新
病
院
対
策
係
…
新
病
院
整
備
、
基
幹
病
院

設
置
後
の
医
療
提
供
体
制　

な
ど

星野　俐
り ひ と

士　和寛・美幸　　浦之島

真島　　伯
はく

　拓也・久美子　根小屋

髙橋　愛
あ い る

琉　行雄・美鈴　　南本町

駒形　優
ゆ わ

羽　直人・結花　小出東町２

伊藤　羽
う い

姫　勇人・神奈子　羽根川三

星　　宗
そうじゅ

寿　哲生・啓子　　　中原

磯部　詩
し づ く

月　真聡・奈津美　　中原

磯部　海
か い と

都　真聡・奈津美　　中原

黒崎　朋
ほ の か

花　晶三・美紀　　上ノ原

上村　颯
さ つ き

希　進一・真樹　　　井口

田中　璃
り お

央　信・沙織　　　　井口

遠藤　柚
ゆ ず き

希　昇平・真由美　　吉田

今井　結
ゆ づ き

月　博之・のぞみ　　並柳

武田　暁
あ け び

妃　幸規・五月　　　今泉

湯本あかり　佑・裕子　　　小須原 

湯本みのり　佑・裕子　　　小須原 

佐藤　貴宏　　堀之内稲荷町　１９歳

山田　貞子　　根小屋　　　７０歳

星野　栄男　　桜又　　　　６０歳

韮澤　カク　　下倉　　　　９４歳

磯部　幸作　　竜光二　　　８１歳

羽賀　泰男　　小出稲荷町一　７８歳

櫻井　チイ　　南本町　　　８２歳

山屋　　守　　四番町五　　５８歳

佐々木トキ子　浦町二　　　７３歳

佐藤善三郎　　小出旭町　　９２歳

武藤　恒二　　佐梨　　　１０２歳

佐藤　カツ　　佐梨明神町　８５歳

五十嵐金次　　青島東　　　８２歳

井口忠三郎　　青島下　　　９１歳

関　　　茂　　岡新田　　　８４歳

森山榮知治　　金ケ沢　　　７５歳

高橋　　求　　栗山　　　　７６歳

松田　理吉　　小平尾　　　８３歳

高橋　宙司　　小平尾　　　８７歳

馬場　茂敏　　山口　　　　８６歳

磯部　忠松　　中島　　　　９３歳

鈴木　光枝　　新保　　　　８９歳

櫻井　伸二　　一日市　　　６８歳

佐藤　正一　　西村　　　　７７歳

五十嵐タツヨ　大谷内　　　８５歳

榎本　ナカ　　須川　　　　９１歳

高橋　　茂　　大倉　　　　７８歳

清水　孝子　　西村　　　　６５歳

大桃ミツイ　　高倉　　　　８６歳

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

（10 月 21 日～ 11 月 20 日届出分）ひとのうごき

人口 うち外国人 増減
男 19,692 41 -14
女 20,711 147 -14
計 40,403 188 -28

世帯数 13,644 -17

人口と世帯数（Ｈ 24.11.1 現在）



魚
沼
市

魚
沼
市

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
の

花

　カタクリ

市
の

木　コブシ

市
の

鳥　ウグイス

市

の魚　アユ
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編
集
後
記

表
紙
の
写
真
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ミニミニクッキング！
Good!

no.95

大根と手羽元の中国風煮物（主菜・副菜）

①手羽元は水気を拭き、しょうゆ大さじ 1/2 を揉み込んでおく。
②大根は乱切りにして、葉は２㎝長さに切る。ネギは 3㎝
長さのぶつ切りにする。
③しょうがとニンニクはみじん切りにする。
④中華鍋にごま油を熱し、手羽元を入れて表面にこんがりと
焼き色をつける。③と種を除いた赤唐辛子を加えて炒める。
⑤香りが出てきたら大根とねぎ・水１カップ（ひたひたよ
りやや少なめ）を加え強火にする。アクを取りながら煮立
てたのち、Ａの砂糖・酒を加え７～８分煮て、大根の葉と
しょうゆを加える。時々煮汁をかけながら煮る。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　362kcal　　たんぱく質　28.1 ｇ
脂質　25.1 ｇ　　炭水化物　12.7 ｇ　　塩分　1.6 ｇ

　しょうが、ニンニク、赤唐辛子などの辛みが、大根のうまさ

を引き立てます。大根の表面に煮汁をかけながら煮る調理方法

は減塩にも効果的です。

材料（４人分）
大根　　　　　大１／２本
鶏手羽元　　　　　　６本
長ネギ　　　　　　　１本
しょうが　　　　　１かけ
ニンニク　　　　　１かけ
赤唐辛子　　　　　　１本

砂糖　　　　　大さじ１
酒　　　　　　大さじ２
しょうゆ　　　大さじ２
ごま油　　　　大さじ１
しょうゆ　大さじ１／２
大根の葉　　　　　適量

｛A

今
月
は
広
神
西
小
学
校
の
児
童
の
作
品
で
す

「
楽
し
い
楽
し
い
ふ
し
ぎ
な
木
」

４
年  

鈴 

木  

優  

さ
ん

「
虫
ば
に
な
ら
な
い
」

１
年  

佐 

藤  

秀 

幸  

さ
ん

児
童
絵
画
№

95

　

真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
ふ

と
目
に
留
ま
っ
た
カ
マ
キ
リ
の

卵
の
高
さ
が
気
に
な
り
ま
す
。

今
年
も
幾
つ
か
見
つ
け
ま
し
た

が
、
高
さ
は
バ
ラ
バ
ラ
。
と
て

も
高
い
位
置
に
あ
る
も
の
を
見

つ
け
た
と
き
は
、
見
な
か
っ
た

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
お
い
し

い
お
米
と
山
菜
が
十
分
実
る
く

ら
い
の
、
ち
ょ
う
ど
い
い
と
こ

ろ
で
な
ん
と
か
降
雪
を
ス
ト
ッ

プ
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
、
身

勝
手
極
ま
り
な
い
お
願
い
を
心

の
中
で
念
じ
て
い
ま
す
。（
Ｓ
）

　

１１
月

１４
日
、
須
原
小
学
校
の

４
年
生
が
米
ぬ
か
釜
を
使
っ
て

お
米
を
炊
き
ま
し
た
。
炊
け
る

る
ま
で
の
間
に
農
業
委
員
さ
ん

か
ら
昔
の
米
作
り
や
食
育
に
つ

い
て
の
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。

炊
き
上
が
っ
た
ご
は
ん
は
子
ど

も
た
ち
が
自
分
で
握
っ
て
「
い

た
だ
き
ま

す
！
」。
み
ん

な
、
炊
き
た

て
の
新
米
を

お
い
し
そ
う

に
頬
張
っ
て

い
ま
し
た
。


